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春
の
風
あ
び
な
が
ら
、

　
　

家
族
で
歩
く
桜
の
咲
く
町
。

◉サン・スポーツランドの桜サン・スポーツランドの桜

　２月下旬、早くも見ごろを迎えたそえだサン・スポーツ２月下旬、早くも見ごろを迎えたそえだサン・スポーツ
ランドの道路沿い（西添田駅側）のランドの道路沿い（西添田駅側）の河

かわづざくらかわづざくら

津桜津桜。この桜は平成。この桜は平成2323
年度に町制施行100周年を記念し植えられたもので、今年年度に町制施行100周年を記念し植えられたもので、今年
は暖冬の影響か例年より１か月ほど早く開花し、道行く人は暖冬の影響か例年より１か月ほど早く開花し、道行く人
の目を楽しませていました。春のような陽気となった２月の目を楽しませていました。春のような陽気となった２月
2424日、日野慎也さん（添田東）、梨奈さん、日、日野慎也さん（添田東）、梨奈さん、羽

はにいはにい

仁衣仁衣ちゃん（５ちゃん（５
歳）、歳）、稜

ろうらんろうらん

蘭ちゃん（１歳）家族が散歩を楽しんでいました。ちゃん（１歳）家族が散歩を楽しんでいました。

◉サン・スポーツランドの桜

　２月下旬、早くも見ごろを迎えたそえだサン・スポーツ
ランドの道路沿い（西添田駅側）の河

かわづざくら

津桜。この桜は平成23
年度に町制施行100周年を記念し植えられたもので、今年
は暖冬の影響か例年より１か月ほど早く開花し、道行く人
の目を楽しませていました。春のような陽気となった２月
24日、日野慎也さん（添田東）、梨奈さん、羽

はにい

仁衣ちゃん（５
歳）、稜

ろうらん

蘭ちゃん（１歳）家族が散歩を楽しんでいました。



車両の中から眺める桜
景色もオススメです。
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吉
木
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
樹

高
が
約
16
メ
ー
ト
ル
、

胸
高
周
囲
は
約
4.6
メ
ー
ト
ル
の

巨
木
で
、
平
成
３
年
に
町
の
天

然
記
念
物
に
指
定
。
樹
齢
は
約

300
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
に
夜
須
高
原
（
筑

前
町
）
で
開
催
さ
れ
た
全
国
植

樹
祭
で
天

皇
・
皇
后

両
陛
下
に

よ
っ
て
お

手
植
え
さ

れ
た
桜
は
、

吉
木
の
ヤ

マ
ザ
ク
ラ

か
ら
採
ら

れ
た
種
子
で
し
た
。

　

冬
の
寒
さ
に
耐
え
毎
年
、
地

域
に
春
を
告
げ
て
き
た
吉
木
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
。
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山

線
の
車
窓
か
ら
も
満
開
の
桜
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
平
成
29

年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ

り
一
部
が
流
失
。
さ
ら
に
同
年

９
月
の
強
風
や
大
雨
で
完
全
に

倒
木
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
で
は
地
元
の
皆

さ
ん
の
想
い
か
ら
、
こ
の
古
木

を
活
用
し
た
、
災
害
復
興
の
祈

り
を
込
め
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

広報そえだ（平成 31年３月号）　４

英彦山では珍しい古木のしだれ桜
今も石垣の上から静かに見守る

英彦山の厳しい冬を乗り越え、
４月中旬に見ごろを迎える

国
指
定
重
要
文
化
財
の

英
彦
山
神
宮
銅
鳥
居

付
近
、
国
道
500
号
線
99
番
カ

ー
ブ
か
ら
脇
道
に
入
り
、
徒

歩
で
５
分
ほ
ど
下
っ
た
所
に

あ
る
守

し
ゅ
じ
ょ
う
ぼ
う

静
坊
。
か
つ
て
の
山

伏
の
住
居
だ
っ
た
ひ
っ
そ
り

と
し
た
場
所
に
一
本
だ
け
、

力
強
く
咲
く
の
が
樹
齢
約
200

年
の
守
静
坊
し
だ
れ
桜
で
す
。

　

守
静
坊
し
だ
れ
桜
は
、
高

さ
約
15
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
20

メ
ー
ト
ル
で
、
品
種
は
一ひ

と
え重

白し
ろ
ひ
が
ん
し
だ
れ
ざ
く
ら

彼
岸
枝
垂
桜
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
多

い
英
彦
山
で
は
珍
し
い
、
こ

の
し
だ
れ
桜
は
、
古
い
石
垣

の
上
に
立
ち
、
下
か
ら
見
上

げ
る
と
桜
が
頭
上
い
っ
ぱ
い

に
咲
き
誇
り
ま
す
。
往
時
を

し
の
ぶ
苔
む
し
た
坊
舎
の
石

垣
に
淡
く
ピ
ン
ク
色
の
し
だ

れ
桜
が
映
え
る
風
景
は
歴
史

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
文
化
・
文
政

年
間（
１
８
０
４
〜
１
９
）に

２
度
、
京
都
御
所
へ
英
彦
山

座※
１

主
の
使
僧
と
し
て
、
上
京

し
た
守
静
坊
の
真
光
院
普
覚

（
１
７
６
５
〜
１
８
４
９
）。

こ
の
し
だ
れ
桜
は
、
真
光
院

普
覚
が
京
都
祇
園
の
し
だ
れ

桜
を
英
彦
山
に
持
ち
帰
り
、

◉
守
静
坊
し
だ
れ
桜

江
戸
時
代
、

京
の　

が
英
彦
山
へ

見
上
げ
る
と
頭
上
い
っ
ぱ
い
に
薄
い
ピ
ン
ク
色
の
花
が
咲

き
誇
る
守
静
坊
し
だ
れ
桜
。
江
戸
時
代
の
後
期
、
英
彦
山

の
山
伏
が
京
都
か
ら
持
ち
帰
っ
て
、
育
て
、
観
賞
し
て
き

た
樹
齢
200
年
を
超
え
る
し
だ
れ
桜
で
す
。

坊
舎
に
植
え
た
と
語
り
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

英
彦
山
は
、
古
く
か
ら
修

験
者（
山
伏
）が
修
行
の
場
と

し
て
住
み
着
い
た
山
岳
。
山

伏
た
ち
は
、
厳
し
い
修
行
を

重
ね
て
、
人
々
の
祈
願
や
薬

草
を
用
い
て
の
医
療
を
行
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、

火
の
上
を
素
足
で
歩
い
た
り
、

断
食
、
水
断
ち
を
し
な
が
ら

英
彦
山
か
ら
宝
満
山
や
福
智

山
へ
修
行
し
て
廻
る
峰み
ね
い
り入

を

し
た
り
と
江
戸
時
代
に
最
盛

期
を
迎
え
英
彦
山
修
験
道
。

　

山
伏
た
ち
は
坊
内
に
調
味

や
薬
用
と
し
て
、
ユ
ズ
や
梅
、

油
を
採
る
た
め
に
サ
ザ
ン
カ

や
ツ
バ
キ
な
ど
を
植
え
、
そ

れ
ら
の
樹
木
は
防
風
林
の
役

目
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

英
彦
山
の
厳
し
い
冬
を
乗

り
越
え
、
毎
年
、
４
月
中
旬

に
見
ご
ろ
を
迎
え
る
守
静
坊

し
だ
れ
桜
。
し
か
し
、
標
高

約
600
メ
ー
ト
ル
の
高
所
に
あ

り
、
樹
齢
200
年
も
超
え
、
老

朽
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
平
成
20
年
に
は
、
九
州

往時をしのぶ坊舎の石垣と樹齢200年のしだれ桜
1＿江戸時代に最盛期を迎えた英彦山の修験道。石段や石垣、樹木
などすべて修験者の総力の結集です

朝
日
放
送
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
企
画
「
Ｋ
Ｂ
Ｃ
水
と
緑
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
で
、

土
壌
改
良
や
腐
食
防
止
、
有

害
鳥
獣
対
策
が
な
さ
れ
る
な

ど
し
、
毎
年
、
華
麗
な
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。
添
田
町

観
光
ガ
イ
ド
の
会
の
植
田
周

平
会
長
は
「
守
静
坊
で
は
、

桜
や
石
垣
、
坊
に
植
え
ら
れ

た
木
々
な
ど
か
ら
英
彦
山
の

歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
厳
し
い
修
行
を
し
て

い
た
英
彦
山
の
山
伏
が
愛
で

た
桜
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

京都から英彦山に桜を持ち帰った真光院普覚
2＿英彦山座主の使いとして朝廷や公家への献上のため京都へ
上った普覚像（長野家所蔵）／3＿薄いピンク色の花を咲かせる
守静坊しだれ桜

５　広報そえだ（平成 31年３月号）

英彦山
英彦山
スロープカー

銅鳥居
英彦山温泉
しゃくなげ荘

英彦山神宮奉幣殿

ひこさん
ホテル和

500

←彦山駅

↑豊前坊

守静坊
しだれ桜

　英彦山の麓、落合吉木地区で
約300年に渡り地域に愛されてき
たヤマザクラの古木。平成29年７
月の九州北部豪雨により著しい損
傷を受け、根元から倒木してしま
いました。

◉吉木のヤマザクラ
　　　　　　町指定天然記念物

広報そえだ（平成 31年３月号）　４

き
７
損
ま

桜
を
大
切
に
育
て
た

英
彦
山
の
山
伏

厳
し
い
冬
を
越
え
、

咲
か
す
可
憐
な
花

2３

１

→花を咲かせていたころ
　の吉木のヤマザクラ

→樹齢300年の巨木は、
　見上げると壮観

←倒木した吉木のヤマザクラ

※１英彦山で組織化されていった山伏集団を総括する指導者



知足 美加子さん
九州大学大学院芸術工学研究院 准教

授

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
別
に

英
彦
山
上
宮
付
近
を
守
る
福
太
郎
童
子

を
作
っ
て
い
る
知
足
さ
ん
。
見
た
人
が

前
向
き
に
な
れ
る
よ
う
に
、
視
線
を
上

げ
、
希
望
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象

を
心
が
け
て
制
作
中
で
す
。

　

知
足
さ
ん
は
、
災
害
の
記
憶
を
伝
え

る
こ
と
で
、
心
の
復
興
に
つ
な
げ
た
い

と
朝
倉
市
や
東
峰
村
な
ど
の
被
災
地
で

流
木
で
彫
刻
を
彫
っ
た
り
、
植
樹
を
し

た
り
す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。「
桜

は
倒
れ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
彫
刻
に
な

れ
ば
何
百
年
と
続
く
。
別
の
形
に
な
っ

て
、
人
に
愛
さ
れ
、
桜
の
命
を
続
け
て

ほ
し
い
」
と
固
く
割
れ
や
す
い
桜
に
ノ

ミ
を
入
れ
る
知
足
さ
ん
。
３
月
23
日
に

道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
で
、
復
興
祈

願
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
お
披
露
目
式
が
行
わ

れ
、
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

モニュメントを制作する英彦山山伏
の末裔

九州北部豪雨で倒木した樹齢300年の吉木のヤマザクラで復興のシンボルを

　

平
成
29
年
の
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
の

影
響
で
根
元
か
ら
倒
れ
て
し
ま
っ
た
吉

木
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
。
添
田
町
で
は
、
豪

雨
災
害
か
ら
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
こ
の
吉
木
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
制
作
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
費
用
は
町
と
し
て
初
め
て
と
な
る

ク※
１

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
調
達
。

昨
年
の
５
月
14
日
か
ら
６
月
29
日
ま
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
町

内
外
か
ら
支
援
を
募
っ
た
結
果
、
141
の

団
体
や
個
人
か
ら
目
標
金
額
の
170
万
円

を
上
回
る
約
234
万
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
制
作
は
、
九
州
大
学
大
学
院
准

教
授
で
英
彦
山
山
伏
の
末ま
つ
え
い裔

で
も
あ
る

知と
も
た
り足

美
加
子
さ
ん
に
依
頼
し
ま
し
た
。

英
彦
山
に
あ
る
山
伏
の
修
行
窟く
つ

の
一
つ
、

花
園
窟
の
守
り
神
で
あ
る
花
開
童
子
と
、

吉木のヤマザクラを使用したモニュメントが九州大学准教授の
知足さんの手によって制作されています。３月23日に歓遊舎ひ
こさんでモニュメントの復興祈願お披露目式が開催されます。

※１…ある目的を成功させるため、不特定多数の人に資金を提供していただく資金調達方法

復興祈願モニュメントお披露目式

　クラウドファンディングで制作した、町指定天然記念物「吉木のヤ
マザクラ」を使った復興祈願モニュメントのお披露目式を開催します。
◉とき　３月23日土　13時～
◉とき　道の駅歓遊舎ひこさん　ロビー
※お披露目式から約１か月間、歓遊舎ひこさんに展示、その後５月１日か
　ら13日までは、国展（国立新美術館）に展示される予定です。
問 まちづくり課文化財係（☎ 82-5964）

←
制
作
中
の
花
開
童
子
㊨
と
福
太
郎
童
子

クラウドファンディングで234万円

生まれ変わる　

桜の名所として知られていて、大勢のお花見客で賑
わいます。自然を生かして遊歩道を整備しているの
で、公園内を散策しながらお花見が楽しめます。

添田公園の桜
約1500本の桜が咲き誇る

大字添田場 所

春になり湖畔の桜が満開になると水面が美しく染
める油木ダム。今年は４月７日日に、恒例となっ
た油木ダム桜ウォーキング大会が開催されます。

油木ダムの桜
４月７日、桜ウォーキング開催

大字津野場 所

添田公園から遊歩道を登って
いくとある全国の桜植栽地。
ここは日本各地から集めた桜、
約 350 本が植えられています。

岩石山の桜
全国各地の桜を植樹

大字添田場 所

銅鳥居から英彦山神宮奉幣殿ま
での参道沿いの桜並木で、桜の
馬場と呼ばれています。例年、
英彦山神宮神幸祭が行われる４
月中旬が見ごろになります。

銅鳥居の桜
参道沿いの桜の馬場

大字英彦山場 所

ＪＲ日田彦山線の西添田駅
にある桜並木。まるで桜の
トンネルの中を列車が通り
抜けていくようです。

西添田駅の桜
桜並木を走る列車

大字庄場 所

ヤ
す。

か

心に咲く、町を彩る
◉添田町の桜スポットを紹介します

※注…桜の鑑賞や撮影は法令やマナーを守ってください

７　広報そえだ（平成 31年 3月号） 広報そえだ（平成 31年３月号）　６

こぼれるように咲き、町を彩り、その美しさで見る人の心によりそう桜。
このページでは、数多くある添田町の桜スポットから、その一部を紹介します。
この春咲く桜は、皆さんの心をどのように彩り、映えるのでしょうか。 TOMOTARI MIKAKO



９　広報そえだ（平成 31年３月号） 広報そえだ（平成 31年３月号）　８

添
田
町
子
ど
も
議
会
が
１

月
28
日
、
町
議
会
議
場

で
開
催
さ
れ
、
町
内
各
小
学
校

の
６
年
生
か
ら
選
出
さ
れ
た
議

員
８
人
の
う
ち
、
議
長
・
副
議

長
を
除
く
、
６
人
が
一
般
質
問

を
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
議
長
席
に
着
い
た
亀

井
耀
仁
議
長
が
「
た
だ
い
ま
か

ら
平
成
30
年
度
添
田
町
子
ど
も

議
会
定
例
会
を
開
会
い
た
し
ま

す
」
と
開
会
を
宣
言
し
ま
し
た
。

次
に
寺
西
明
男
町
長
が
「
そ
れ

ぞ
れ
考
え
を
出
し
合
い
、
一
緒

に
な
っ
て
力
を
合
わ
せ
、
未
来

あ
る
素
晴
ら
し
い
添
田
町
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
畠
田
勝
廣
町
議
会

議
長
が
「
緊
張
せ
ず
に
、
自
信

を
持
っ
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

町
長
や
教
育
長
に
質
問
や
提
案

を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。

藤
田
季
弘
副
町
長
が
昨
年
度
の

子
ど
も
議
会
の
一
般
質
問
に
つ

い
て
、
そ
の
後
の
経
過
や
現
状

を
行
政
報
告
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
同
級
生

ら
が
傍
聴
す
る
中
、
執

行
部
に
対
し
、
ま
ち
づ
く
り
や

小
学
校
統
廃
合
、
日
田
彦
山
線

の
復
旧
な
ど
に
つ
い
て
、
鋭
い

質
問
を
し
た
り
、
ア
イ
デ
ア
を

提
案
し
た
り
す
る
子
ど
も
議
員

た
ち
。
一
般
質
問
終
了
後
、
子

ど
も
議
員
か
ら
、
添
田
町
小
学

生
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
積
極
的

参
加
に
関
す
る
提
案
が
さ
れ
、

「
ふ
る
さ
と　

そ
え
だ
」を
さ
ら

に
魅
力
あ
る
町
と
し
て
発
展
さ

せ
る
た
め
「
添
田
町
小
学
生
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
積
極
的
参
加

に
関
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

最
後
に
村
上
誠
一
郎
副
議

長
が　
「
未
来
に
向
け
て

添
田
町
が
も
っ
と
住
み
や
す
い

町
に
な
る
よ
う
学
校
や
地
域
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
、
髙
瀨
光
一
教
育
長
の

励
ま
し
の
言
葉
で
子
ど
も
議
会

が
閉
会
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
考
え
た
意
見
や

町
の
課
題
を
堂
々
と
一
般
質
問

し
た
子
ど
も
議
会
。
こ
の
経
験

は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

ふ
る
さ
と
で
あ
る
添
田
町
に
関

心
を
持
ち
、
自
ら
進
ん
で
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
す
る
意
欲
を
持

つ
、
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平成30年度添田町子ども議会
◉添田町小学生のまちづくりへの積極的参加に関する決議

　１月28日、小学校６年生の代表８人が子ども議員として選出
され、子ども議会定例会が開会。議長と副議長役を除く６人が
堂々と一般質問しました。また　「添田町小学生のまちづくりへ
の積極的参加に関する決議」を全会一致で可決しました。

平

津野小学校　宮内駿輔 議員

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は

▶質問　小学校の統廃合の地
域説明会ではどのような意見
が出されましたか。また、現
在の状況とこれからの計画に
ついて教えてください。
▶回答　地域説明会では 「学
校が無くなることで地域の活力
が無くなるのではないか」や「校
舎が老朽化しているので学校
を建ててほしい」、「小さい規模
の学校を残してほしい」などの
意見がありました。今後も皆さ
んが、考える力や表現する力、
判断する力をつけ、社会に通用
する力やルールを守る力を身に
つけることが重要です。これか
らの日本の未来を担う皆さんが
安心、安全に通える学校を作
っていきたいと考えます。

空
き
家
対
策
に
折
り
た
た
み
住
宅
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
を

Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
復
旧
へ
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

も
し
も
の
備
え
と
し
て
防
災
安
全
ガ
ラ
ス
を
活
用
し
て
み
て
は

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
学
校
施
設
の
休
日
開
放
を

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
安
全
整
備
、
ま
た
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
を

　私たち添田町の小学
生は、毎日、そしてこ

れからの将来も私たち
が生

活するこの「ふるさと
　そえだ」をさらに魅

力あるまちとして発展
させ

るため、次の４点を決
意します。

▶私たち小学生は、町
民の一人として添田町

政に関心を持ち、本町
の良

　さも課題も含めた「
今」の姿を学びます。

▶私たち小学生は、一
人一人の思いや願いを

実現し、理想とする添
田町

　をつくるために、真剣
に考え、さまざまな手段

で情報を発信します。

▶私たち小学生は、そ
のために町内で開催さ

れるさまざまな活動に
積極

　的に参加し、行動す
る小学生を目指します

。

▶私たち小学生は、添
田町民としてプライド

を持ち、愛する「ふる
さと

　そえだ」のために日
々努力します。

添田小学校　大田原静玖 議員中元寺小学校　矢島元気 議員添田小学校　畠田穂華 議員 真木小学校　福井梨音 議員 落合小学校　加藤遥 議員
▶質問　添田町ではどのよう
な空き家対策をしていますか。
また、折りたたみ住宅やリフ
ォームの推進を検討してはど
うですか。
▶回答　折りたたみ住宅は面
白いですね。参考にしたいと思
います。町では空き家対策とし
て、空き家・空き地バンク制度
があります。また、町内の空き
家を購入し、リフォームや空き
家の片付けをする場合に補助
金を支給するなど支援していま
す。町内には中島家住宅とい
う江戸時代の商家があり、空
き家になってしまったため、国
の補助金等で改修しています。
改修後は皆さんが集まれる建
物になればと思っています。

▶質問　中元寺地区は、中学
生の徒歩通学可能範囲の６㎞
以内なので徒歩通学というの
であればスクールゾーンの安全
整備を、そうでなければスクー
ルバスの導入をお願いします。
▶回答　学校や文部科学省が
徒歩通学を進めるのは、学力
だけでなく皆さんの健康や体
力を考えてのことです。一方、
スクールゾーンの安全確保は
重要な問題です。小中学生に
限らず、町民の皆さんの安心、
安全を確保するため、今、取
り組んでいますが十分ではあ
りません。今後も中元寺地区
をはじめ、町内全域の実態を
把握し、通学路の安全を確保
して行きたいと思います。

▶質問　ＪＲ日田彦山線の復
旧に向けた協議はどのような
ところまで進んでいますか。
復旧に向けて私たちに協力で
きることがあれば教えてくだ
さい。
▶回答　ＪＲと協議していま
すが、現時点では復旧の目途
はたっていません。ＪＲは赤字
部分の負担を市町村に求めて
います。しかし、赤字解消の
一番の方策は利用客を増やす
ことです。どうか、皆さんには
事あるごとに声を上げていた
だき、家族や友だちと一緒に
一人でも多くの人が日田彦山
線を利用してください。また、
これまでどおり、駅舎の清掃
などよろしくお願いします。

▶質問　防災安全ガラスは町
内のどれくらいの公共施設に
設置されていますか。今後、
学校への設置や一般家庭への
普及促進の計画はありますか。
▶回答　２枚のガラスの間に
合成樹脂をはさんだ防災安全
ガラスは、ハンマーなどで叩
いても穴があかず、破片が飛
び散らないのが特徴です。町
では、機能ガラス普及推進協
議会から寄贈を受けてそえだ
ドームに設置しました。他の
施設への設置も考えるところ
ですが、普通のガラスの２倍
から３倍の金額になるという
ことです。まずは実態を把握
し、効果的な導入を検討して
いきたいと思います。

▶私たち小学生は、添
田町民として

そえだ」のために日々
努力します

▶質問　休日の教室や体育館
を利用し、学習をしたり、地
域が盛り上がる取り組みをし
たりできないかと考えていま
す。学校施設休日開放の検討
をお願いします。
▶回答　学校施設は申し出に
より使用することができます
が、お金儲けのためや施設を
傷つける可能性がある場合、
学校の授業の妨げになるよう
な場合には使用できません。
今回の質問のように勉強やま
ちづくりのためであれば、開
放できます。教育委員会とし
ても、学校が人々の心をつな
ぐ場所になり、地域活性化の
ためになるよう協力していき
たいと思います。

「ふるさと そえだ」の

まちづくりに参加します

添田小学校

亀井耀仁 議長
添田小学校

村上誠一郎 副議長
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添田町教育委員会学校教育課からお知らせです

添田町佐藤知也給付型奨学金／添田町奨学金／添田町育成資金／添田町立小学校の明日を考える会

１月24日に第３回となる

添田町立小学校の明日を考える会を開催

▷統合に肯定的な意見

○小規模校から添田中へ進学し「人数が多い方が楽し

　い」「自分の時間が作れる」といった声もある

○小学校を統合し、ICT化に向けて設備の充実を

○クラス替えがないと居場所のない子が出てしまう

○学校を統合する場合は１学級あたり15人、20人とす

　れば小規模のメリットもある

▷小規模校を残すことに肯定的な意見

○添田小・添田中の校舎は老朽化しているので建て替

　え、統合はその後に検討

○機能別の学校（学力向上、社会性の育成など選択肢）

　があっても良いのでは

○少子化では小規模校での学び方も考えるべきでは

○学び方改革について、小規模校ではすでに協同学習

　ができている

○学校の通学路の安全面や徒歩通学による体力向上も

　重要な問題

○学校で人数の大小は関係ないのでは

○特徴のある学びの形をつくれば人が集まるのでは

○少人数だと一人ひとりの活躍の機会が多くなり、個

　人の能力が自然と育つ

○小規模校の出身だから中学校に行ってなじめないと

　いうことはないのではないか

○地域に戻りたい人が戻ってこれる環境づくりが必要

○少子化問題だけでなく、大人も減っていることも認

　識しなくてはいけない

○学校の統合問題を教育のあり方で考えるだけでなく、

　まちづくりとして考えるべき

○公共交通機関がなく不便なことが人口減少の原因では

町独自の返済の必要のない

添田町佐藤知也
給付型奨学金

▶添田町の子どもたちために
　役立ててほしい

教育のひろば
問 添田町教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

　添田町教育委員会では、昨年８月から添田町立小学校
の明日を考える会を開催。これまで、第１回と第２回は
各小学校区で全11回行ってきました。第３回は１月24日、
町民会館で小学校区間の意見交流を目的に行われ、話し
合いの中で次のような意見がありました。

月額３万円

奨学金額

採用人数

年間２人まで

受給資格

在学する大学の
正規の修業期間

受給資格

奨学金額

採用人数

　この奨学金は、寄附者である

町出身の佐藤知也さんが生まれ

育った添田町に何か出来ること

がないかと考え、自分が苦学し、

進学した経験から同じような子

どもたちのために少しでも役立

ててほしいとの強い希望があり、

創設しました。この制度は、寄

附金を原資として運用されるた

め財源には限りがありますが、

少しでも多くの年代の子どもた

ちのために役立てます。

▷修業期間が４年間以上の大学

　に進学、在学している学生

▷高校３年時の成績評定平均が

　４.0以上で経済的理由で学資

　の支払いが困難な人

▷保護者等が２年以上、添田町

　に在住している世帯の人

▷町税、その他使用料（給食費、

　保育料、住宅家賃、水道料）の

　滞納がないこと

市郡で一斉に取り組む

添田町奨学金
返済の必要のない奨学金

▶田川地域の教育向上を
　目的に創設

月額２万円

奨学金額

採用人数

年間６人まで

受給資格

在学する大学等の正規の
修業期間（大学院まで可）

月額10万円

入学支度金

無利子貸与型奨学金

有用な人材へ育成するため

添田町育英資金
無利子貸与型の奨学金

▶高等学校以上の学校へ
　進学する人が対象

　高等学校以上の学校に進学す

る子どもたちを有用な人材へと

育成する目的で行っている無利

子貸与型の奨学金です。

▷高等学校または工業専門学校

　または、これと同程度の学校

◎奨学金　月額１万２千円以内

◎入学支度金　２万４千円以内

▷大学（短大含む）

◎奨学金　月額２万２千円以内

◎入学支度金　６万円以内

　　　　　　　▷若干名

▷町内に２年以上在住する人　

▷身体強健で学業優秀な人

▷品行方正、志操堅実な人

▶今回、約40人が参加し、学校教育と
　まちづくりの視点から意見を交わす

学校区間の意見交流を目的に
←
進
行
役
を
務
め
た
山
口
覚
さ
ん（
福
津
市
）

◉ 3 つの奨学金の申請方法
　教育委員会学校教育課で配布
の申請書類に下記の書類を添付
して提出してください。
▶受付期間
　４月２日火～４月26日金
▶必要書類
▷申請書類　▷大学等の在学証
明書　▷高校等の成績証明書　
▷世帯全員の課税証明書　▷住
民票謄本など奨学金によって異
なります。詳しくはお問い合わ
せください。

▷

受

採

◎奨

◎入

▷大

◎奨

◎入
採

▷町

▷身

円

で

正規の
で可）

円 ◎

◎

▷

◎

◎

　

▷

▷

の
）

◉第４回添田町立小学校の明日を考える会
　小学校を統合する、しないではなく、統合し
た場合、統合しなかった場合のメリット・デメ
リットをそれぞれ話し合います。

▶とき　３月16日土　13時30分～
　　　　　（３時間程度を予定）

▶ところ　町民会館
▶内　容　第３回で出された次の４つの案につ

　　　　　いて、意見交換を行います

❶４校を統合し、小規模校を１校

❷５校を統合し、分校を設置

❸５校を１校に統合

❹統合はせずに、５校そのままで改革

　今年度、最後の話し合いの機会となりますの

で、ぜひご参加ください。

　田川市と郡内各町村が、締結

した田川広域定住自立圏形成協

定に基づき、創設された給付型

奨学金です。教育の向上を目的

に、田川市郡で一斉に取り組ん

でいます。

▷申請者本人または保護者が申

　請時に添田町に住所を有し、

　田川地区内に継続して１年以

　上住所があること

▷大学等（短大、専修学校専門

　課程、高専の４学年）に進学

　する人

▷24歳未満で高校３年時の成績

　評定平均が 3.5 以上の人

▷町民税所得割額の世帯合計が

　304,200円未満であること

▷町税、その他使用料（給食費、

　保育料、住宅家賃、 水道料）

　の滞納がないこと

　学校教育の視点からの意見 　まちづくりなどの視点からの意見
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My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　添田町の民話

ごんざむしの人

形を町立図書館

に展示していま

す。この人形は

30年以上前、紙

芝居を参考に添

田町読書会が手

づくりしたもの

で、保育園や小

学校などで実際に人形劇を演じていました。会員の皆さ

んは「沖縄の子どもたちが大勢、町を訪れたときにみん

なで人形劇を披露した」と当時を懐かしんでいました。

　２月24日、町

三行政区（矢野

英喜区長）の地

域の皆さんなど

が参加してもち

つき大会が行わ

れました。会場

の町三公民館に

は、子どもから

お年寄りまで約

80人が集まり、威勢のいい掛け声に合わせ約35キロの餅

をつき上げました。また、終了後には電化製品などが当

たる抽選会が行われ、世代を超えて楽しく交流しました。

　２月９日、Ｊ

Ｒ日田彦山線を

利用してもらい、

沿線の活性化に

つなげようと人

気の観光列車Ｓ

Ｌ人吉の客車が

日田彦山線を走

る特別ツアーが

行われました。

参加者は、平成29年の九州北部豪雨で不通となっている

添田駅からバスに乗り換え、道の駅歓遊舎ひこさんや日
田市大鶴地区にある清渓文庫・井上酒造を巡りました。

町三行政区でもちつき

もちつきや抽選会で地域の交流を

↑白もちやあんこもちにしておいしく食べました

ＳＬ人吉の客車が日田彦山線へ

人気の観光列車で日田彦山線を応援

町立図書館

読書会の人形劇「ごんざむし」を展示

↑添田町の民話ごんざむしの人形と読書会の皆さん

まちの話題

↑かっこいいSL客車に、子どもたちも大喜びでした

消防本部消防長賞を受賞

八野さんの作品が防災ポスターに↓（一社）田川地区防災協会では八野さんの作品で2019年度カレンダー㊨を作成

　田川地区消防本部が、管内の小中学校の児童、生徒

を対象に募集した防災作品のコンクールで添田中３年

生の八野葵さんの描いたポスターが 2,139 点の中から

消防長賞に選ばれました。２月21日、田川地区消防本

部で表彰式が行われ、浦野洋一郎消防長から八野さん

に表彰状が手渡されました。昨年７月の西日本豪雨で

自宅近くの彦山川の水位が上昇し、母親の実家に避難

した経験から、災害時の早めの避難と非常食や防災マ

ップなどの日ごろの備えを呼びかける作品で「逃げ遅

れて命を落とす人が一人でも少なくなってほしい」と

語る八野さん。今回の受賞作品はポスターとして200枚

作成され、春の全国火災予防運動の啓発と合わせ、管

内各市町村の公共施設や商業施設などに掲示されます。

　添田町出身の

書家、秀島踏波

さんが２月７日、

真木小学校を訪

れて「書の表現

教室」を開催し

ました。児童た

ちは、長さ50セ

ンチ、穂先が15

センチほどもあ

る特大の筆を使って、約70センチ四方の紙に向かい、相撲

の四
しこ

股を踏むような姿勢で体全体を使い力強く「夢」「結」

など思い思いの漢字一文字を大胆に書き上げていました。

秀島踏波さん書道教室

大胆に力強く、思い思いの一字表現

↑特大の筆を使って大胆に力強く書を表現しました

非行防止等標語コンクール表彰式

鶴留さんと福丸さんが金賞を受賞↓今回の入賞作品の10点は、添田町と大任町の役場と道の駅に掲示されています

　２月８日、田川警察署と少年補導員連絡会添田・大

任支部合同部会の主催による非行防止等標語コンクー

ルの表彰式が添田警部交番で行われました。25 回目と

なる今回のコンクールには本町と大任町の小学６年生

と中学２年生から寄せられた標語 216 点の中から入賞

作品10点が選出。本町では小学校の部で添田小の鶴留

葵唯さんの『「やめようよ」 友達だから 言えること』と

中学校の部で添田中の福丸眞弥さんの『見てるだけそ

れも立派な いじめだよ』が最高賞の金賞を受賞しまし

た。そのほかの入賞者は次のとおりです。▶小学生の

部　銀賞＝宮内駿輔くん／津野小�優秀賞＝林千紘さ

ん／中元寺小、安藤渉くん／落合小、田中春華さん／

真木小▶中学生の部�銀賞＝佐々木有理さん／添田中

第34回子どもまつり

そえだっ子のパワーあふれる笑顔 ↓ニュースポーツや神経衰弱などの６競技に高得点を目指し挑戦する子どもたち

　そえだドームで２月17日、各地区の子どもたちや育

成会員約 150 人が参加して、子どもまつりが行われま

した。３人１チームとなり、わなげや神経衰弱、ボー

ルを投げて９枚の的を射抜くニュースポーツのディス

ゲッターなど全６種目の合計点を競い合う子どもたち。

また、子ども会対抗競技では、玉入れのようにカゴに

ボールを入れてそのタイ

ムを競うアジャタと大縄

跳びが行われました。激

戦の末、アジャタは英彦

山・上落合一区二区チー

ム、大縄跳びは上中元寺

チームが優勝しました。
↑大縄跳びでは８人一丸となってジャンプ

　落合小学校の

全児童が１月31

日、シンガーソ

ングライターの

比留間光悦さん

と歌手の響あか

絵さんの２人の

プロ歌手の授業

を受けました。

比留間さんと響

さんは、オリジナルソングや童謡などを披露し「僕たち

は歌で自分の心を表現している。皆さんも自分の心を表

現できる夢を持ち続けて」とエールを送っていました。

プロに学ぼう！学校de芸術体験

プロの歌手から学んだ夢を持つこと

↑プロの歌手と一緒に歌って、踊って楽しく学びました

　町は沿岸での

海難救助などの

事業を行う（公

社）日本水難救

助会（相原力会

長）から感謝状

と功労有功楯の

贈呈を受けまし

た。今回は、毎

年海の日に合わ

せて７月に行われている「青い羽根募金」活動を通じて、

ボランティアで人命救助にあたっている救助所員の支援

などに寄与した功績が認められての授与となりました。

日本水難救助会から感謝状

ボランティア支援と海上安全に尽力

↑水難救助会から贈られた感謝状を手にする寺西町長
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３月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

船橋  望
もか

叶ちゃん 
３月 28日生 ❸・庄上

いつもニコニコ笑顔が素敵なもか
ちゃん♡すくすく大きくなーれ♡
　　　　　　　  パパ、ママより

小島 晄
こうせい

晴ちゃん 
３月 16日生 ❶・下落合

お兄ちゃんお姉ちゃんに鍛えら
れスタスタ歩けるようになりま
した☆誰にでもニコニコいつも
ご機嫌です♪

◉
４
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

３
月
15
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

文
芸
歳
時
記

ふ
る
雪
や
ク
ー
デ
タ
ー
の
音
か
く
し
お
り　

西　
　

加
予

冬
の
風
走
ら
せ
山
は
生
き
て
い
る　
　
　

大
池
み
ど
り

【
俳
句　

投
稿
】

う
た
ゝ
ね
の
思
い
出
う
か
ぶ
日ひ

な
た向

ぼ
こ　

本
川
ミ
ツ
子

紅
梅
の
窓
に
朝
日
が
柔
ら
け
り　
　
　
　

寺
本　

紀
子

青
春
の
香
り
仄
か
に
沈
丁
花　
　
　
　
　

濵
田
イ
サ
オ

山
寺
の
尉
赫
々
と
落
葉
焚　
　
　
　
　
　

島
津
余
史
衣

街
並
み
の
あ
か
り
ア
ー
ト
や
美
濃
小
春　

柴
田　

一
世

生
産
者
に
友
の
名
見
つ
け
冬
菜
買
ふ　
　

斎
藤
智
寿
子

落
葉
道
行
け
ば
深
山
の
廃
寺
跡　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

老
木
は
神
の
よ
り
し
ろ
冬
日
和　
　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

霧
雨
の
二
人
来
た
道
ひ
と
り
来
て

　
　
　

風
の
こ
ず
え
の
唸
り
を
聞
け
り　

独
活
山
強
実

午
前
五
時
目
覚
め
て
暫
し
友
思
ふ

　
　

連
れ
合
い
亡
く
す
老
い
の
孤
独
を　

櫻
木
マ
サ
子

稜
線
に
有
り
明
け
の
月
の
か
か
り
て

　
　
　
　
　

明
星
も
輝
く
夜
明
け
な
り　

仲
摩　

直
子

【
川
柳　

投
稿
】

童
謡
を
う
た
い
踊
っ
て
若
返
え
る　
　
　

中
富　

泰
州

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

山
深
く
霧
雨
も
や
う
の
墓
地
に
来
て

　
　
　

姉
の
納
骨
数
珠
ま
さ
ぐ
り
思
ふ　

大
塚　

成
子

一
坪
に
足
ら
ぬ
狭
庭
の
菜
園
に

　
　
　
　

秋
撒
く
野
菜
の
種
子
を
購
ふ　

五
十
嵐
田
鶴

夕
ぐ
れ
の
水
音
高
き
橋
わ
た
る

　
　
　
　

風
を
冷
た
み
身
を
固
く
せ
り　

大
塚　

富
江

東
京
を
一
望
な
せ
る
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

　
　
　
　
　

ビ
ル
の
林
立
箱
庭
の
ご
と　

平
井　

朝
子

過
疎
の
村
を
二
人
で
守
り
農
に
励
む

　
　
　
　
　

従
妹
夫
婦
の
新
米
を
炊
く　

荒
巻
ミ
サ
子

朝
清
し
あ
し
た
浜
辺
を
と
誇
ら
し
く

　
　
　
　
　
　

夕
べ
歌
ひ
て
心
豊
か
に　

福
富　

廣
枝

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】　
　
　

春
う
ら
ら
誰
に
も
握
手
し
た
く
な
る　
　

諌
山　

静
香

還
る
な
ら
生
れ
る
前
の
春
の
海　
　
　
　

鈴
鹿　

雅
子

人
の
世
の
輪
廻
悲
し
き
春
の
暮　
　
　
　

安
永　

藻
香

蕎
麦
掻
き
や
夫
の
手
元
懐
か
し
き　
　
　

手
嶋
く
み
え

惑
わ
ず
に
生
き
て
行
き
た
し
木
の
芽
立
つ　

武
田　

晴
子

蕗
の
薹
こ
と
ば
転
が
る
よ
う
に
出
る　
　
　

池　
　

三
太

　E メールは①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前
の読み方　④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50
文字以内）　⑧保護者の連絡先を送信してください。

koudojyouhou@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

４月生まれは、３月15日金
までに投稿ください！ ３歳までのお子さん

募集中です

　お子さんの写真にメッ

セージを添えて、役場総

務課広報・秘書係まで持

参してください。下記の

アドレスから、メールで

投稿することもできます。

問 役場総務課広報・秘書
　 係（☎ 82-1231）

※本町では投票時間を２時間繰り上げています。

◉期日前投票

時間：午前８時30分 ～午後８時／場所：役場１階期日前投票所

◉今回の選挙に投票できる人◉今回の選挙に投票できる人
　満　満1818歳以上（平成歳以上（平成1313年４月８日までに生まれた人）で、平成年４月８日までに生まれた人）で、平成3030年1212月2828
日までに転入届をした人。日までに転入届をした人。
※1212月2121日から日から1212月2828日までに転入届をした人は、3月日までに転入届をした人は、3月2828日から投票する日から投票する
ことができます。ことができます。

◉不在者投票◉不在者投票
　県が不在者投票施設として指定している病院や老人ホームなどの施設に　県が不在者投票施設として指定している病院や老人ホームなどの施設に
入院または入所している人は、その病院や施設で不在者投票ができます。院または入所している人は、その病院や施設で不在者投票ができます。

◉郵便投票◉郵便投票
　身体障害者手帳や戦傷病者手帳、介護保険証を持ち、一定の要件を満た　身体障害者手帳や戦傷病者手帳、介護保険証を持ち、一定の要件を満た
している人は、郵便で投票ができます。投票をする場合は事前に所定の手している人は、郵便で投票ができます。投票をする場合は事前に所定の手
続きをする必要がありますので、選挙管理委員会に問い合わせてください。続きをする必要がありますので、選挙管理委員会に問い合わせてください。

◉選挙に関する問い合わせ／添田町選挙管理委員会（☎ 82-1231） 

※３月29日金までは福岡県議会議員一般選挙の投票はできませんのでご注意ください。

福岡県知事選挙
福岡県議会議員一般選挙

◉期日前投票
≫福岡県知事選挙　３月22日金～４月６日土
≫福岡県議会議員一般選挙　３月30日土～４月６日土

◉今回の選挙に投票できる人
　満18歳以上（平成13年４月８日までに生まれた人）で、平成30年12月28
日までに転入届をした人。
※12月21日から12月28日までに転入届をした人は、3月28日から投票する
ことができます。

◉不在者投票
　県が不在者投票施設として指定している病院や老人ホームなどの施設に
入院または入所している人は、その病院や施設で不在者投票ができます。

◉郵便投票
　身体障害者手帳や戦傷病者手帳、介護保険証を持ち、一定の要件を満た
している人は、郵便で投票ができます。投票をする場合は事前に所定の手
続きをする必要がありますので、選挙管理委員会に問い合わせてください。

投票は未来の自分への意思表示。

投票は未来の自分への意思表示。

では投票時間を２時間繰り上げています※本町では投票時間を２時間繰り上げています。※本町では投票時間を２時間繰り上げています。

投票は未来の自分への意思表示。

英彦山と今川の関連性を説く
今川流域市町村連絡協議会・環境講演会

↑英彦山と今川の関連を説明する原賀さん

　今川流域４市

町村で構成する

今川流域市町村

連絡協議会（寺

西明男会長）は

２月９日、サン

ワークゆくはし

（行橋市）で豊の

国海幸山幸ネッ

ト事務局長の原

賀いずみさんを

講師に講演会を行いました。原賀さんは、英彦山と

今川や豊前海などの結びつきを解説していました。

検診と規則正しい生活の重要性
添田町婦人会一日研修

　オークホール

で２月３日、添

田町婦人会（田

中妙子会長）の

研修会で中山産

婦人科医院の中

山麻子院長が子

宮頸
けい

がんと頻尿

をテーマに講演

をしました。中

山先生は「子宮

頸がんは早期発見のため検診を、また過活動膀
ぼうこう

胱も

検査を受けて」と検診の重要性を語っていました。

↑先生から長寿会員へプレゼントもありました

上げて※本町では投票時間を２時間繰り上げています※本※本町で町では投は投票時票時間を間を２時時２時間間繰間繰り上り上げげてげていまいますす

投票日 投票日 ４月７日日　午前午前７時～午後時～午後６時投票日 ４月７日日　午前７時～午後６時



【
契
約
職
員
（
男
性
）】

▼
勤
務
地　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
募
集
人
数　

１
人
（
男
性
）

▼
業
務
内
容　

受
付
、
館
内
清
掃
、

　

パ
ソ
コ
ン
入
力
、
売
店
業
務
な
ど

▼
勤
務
時
間　

①
８
時
30
分
〜
17
時

　

15
分　

②
12
時
15
分
〜
21
時

▼
給
与　

月
額
14
万
５
２
０
０
円

※
交
通
費
別
途
支
給
。

【
パ
ー
ト
職
員
（
女
性
）】

▼
勤
務
地　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
募
集
人
数　

１
人
（
女
性
）

▼
業
務
内
容　

受
付
、
館
内
清
掃
、

　

パ
ソ
コ
ン
入
力
、
売
店
業
務
な
ど

▼
勤
務
時
間　

①
８
時
30
分
〜
12
時

　

30
分　

月
16
日
勤
務

▼
給
与　

時
給
825
円

※
交
通
費
別
途
支
給
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
０
６
１
）

　

添
田
町
貸
工
場
を
使
用
す
る
九
州

バ
ー
ク
運
輸
が
社
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
地　

㈲
九
州
バ
ー
ク
運
輸
添

　

田
工
場

在
が
不
明
な

場
合
は
、
年

金
の
支
払
い

が
一
時
止
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
の
支
払
い
が

止
ま
っ
て
い
る
人
の
所
在
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
き
は
、
年
金
の
受
け
取

り
を
再
開
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
お
近
く
の
年
金
事
務

所
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
時
間

　

月
曜
＝
８
時
30
分
〜
19
時
、
火
曜

　

〜
金
曜
＝
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
、

　

第
２
土
曜
日
＝
９
時
30
分
〜
16
時

※
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、
翌
開
所
日

は
19
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、12

月
29
日
〜
１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

問 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

（
☎
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５
）

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業
は
、

福
祉
施
設
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
で
提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
苦
情
を
解
決
す
る
事
業
で
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

者
、
そ
の
家
族
な
ど

▼
相
談
料　

無
料

問 

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　
（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

平
成
31
年
度
、
土
地
価
格
等
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
、
次

の
期
間
で
行
い
ま
す
。
固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）の
状
況
や
価
格
な
ど

に
つ
い
て
、
対
象
者
（
平
成
31
年
度

に
固
定
資
産
税
が
課
せ
ら
れ
る
人
）

は
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
期
間
中
は
無
料
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
役
場
住
民
課

税
務
・
滞
納
対
策
係
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
月
〜
５
月

　

31
日
金
（
た
だ
し
、
土
日
、
祝
日

　

は
除
き
ま
す
）

▼
縦
覧
場
所　

役
場
住
民
課
税
務
・

　

滞
納
対
策
係

問 

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　
（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
所
在
が

ひ
と
月
以
上
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、

そ
の
世
帯
の
人
は
所
在
不
明
に
つ
い

て
の
届
け
出
を
速
や
か
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
提
出
先
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
で
す
。
届
け
出
後
、
受

給
権
者
本
人
の
健
在
を
確
認
し
、
所

▼
参
加
資
格　

配
偶
者
（
再
婚
し
た

　

人
を
除
く
）、
父
母
、
子
、
兄
弟
、

　

姉
妹
、
孫
、
甥
姪
、
参
加
す
る
遺

　

族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者

※
巡
拝
予
定
地
域
の
戦
没
者
の
遺
族

で
実
施
時
期
に
原
則
80
歳
以
下
の
人
。

▼
参
加
費　

20
万
円
〜
35
万
円
程
度

※
予
定
時
期
・
予
定
地
域
な
ど
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障

　

 

が
い
者
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）

　

原
動
機
付
自
転
車
や

軽
自
動
車
な
ど
に
対
す

る
軽
自
動
車
税
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
で
車

両
を
所
有（
登
録
）し
て

い
る
場
合
に
、
年
税
額

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
４

月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
を

し
て
も
月
割
り
課
税
の
制
度
は
な
く
、

そ
の
年
度
分
の
税
金
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
125
㏄
以
下

の
バ
イ
ク
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
登

録
し
、
現
在
所
有
し
て
い
な
い
人
は
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持
っ

て
３
月
29
日
金
ま
で
に
役
場
で
廃
車

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
内
容　

木
材
の
選
別
、
切
削
、

　

破
砕
（
重
機
・
機
械
操
作
あ
り
）

▼
勤
務
時
間　

８
時
〜
17
時

▼
募
集
人
数　

男
性
１
人
（
添
田
町

　

在
住
の
18
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人
）

▼
必
要
資
格　

普
通
自
動
車
免
許（
車

　

で
通
勤
可
能
な
人
）、重
機
免
許
が

　

あ
れ
ば
な
お
良
し

▼
給
与　

時
給
960
円
〜
（
３
か
月
の

　

見
習
い
期
間
は
時
給
910
円
）

▼
応
募
方
法　

平
日
８
時
〜
17
時
に

　

電
話
で
随
時
受
付
。
後
日
面
接
あ

　

り
※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

㈲
九
州
バ
ー
ク
運
輸
添
田
工
場

　

 

（
☎
41
―
７
０
０
５
）

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
候

補
生
の
募
集
で
す
。

平
成
31
年
度
の
添
田

町
管
内
の
農
薬
防
除

シ
ー
ズ
ン
終
了
後
、

今
後
も
農
薬
防
除
作

業
を
行
う
意
思
表
示
の
確
認
が
取
れ

次
第
、
操
縦
技
能
講
習
会
に
参
加
と

な
り
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
内
容　

産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ

　

ー
で
の
農
薬
防
除
作
業
の
補
助

▼
防
除
期
間
・
勤
務
時
間　

６
月
末

　

〜
７
月
上
旬（
10
日
程
度
）、
７
月

　

下
旬
〜
８
月
上
旬
（
15
日
程
度
）、

　

９
月
下
旬
（
１
日
）
／
５
時
30
分

　

〜
19
時
30
分
（
休
憩
あ
り
、
休
業

　

補
償
な
し
）

▼
募
集
要
件　

①
20
歳
か
ら
概
ね
40

　

歳
ま
で
の
健
康
な
人　

②
添
田
町

　

に
在
住
し
て
い
る
人　

③
要
普
通

　

自
動
車
運
転
免
許　

④
農
薬
防
除

　

作
業
の
補
助
員
と
し
て
１
シ
ー
ズ

　

ン
参
加
で
き
る
人　

⑤
技
能
講
習

　

を
受
講
で
き
る
人
（
11
月
〜
12
月

　

予
定
）

▼
受
講
料　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
技
能
講

　

習
＝
60
万
円
、
ド
ロ
ー
ン
技
能
講

　

習
＝
25
万
円

※
受
講
料
は
協
議
会
が
負
担
し
ま
す

が
、
免
許
取
得
後
５
年
以
内
に
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
業
務
を
放
棄
し
た
場
合
は

受
講
料
は
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

▼
募
集
期
限　

３
月
22
日
金
17
時

※
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

添
田
町
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　

 

運
営
協
議
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

▼
期
間　

6
月
20
日
木
〜
２
０
２
０

　

年
２
月
中
旬　

各
地
域
２
日
間
〜

　

10
日
間

▼
巡
拝
予
定
地
域　

ア
ッ
ツ
島
、
モ

　

ン
ゴ
ル
国
、
旧
ソ
連
な
ど
13
地
域

広報そえだ（平成 31年３月号）　16

Information くらしに役立つ情報満載

17　広報そえだ（平成 31年３月号）

相
談

固
定
資
産
税
を

縦
覧
・
閲
覧
し
ま
す

廃
車
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

試
験
・
募
集

▼
相
談
時
間　

月
曜
〜
金
曜
の
９
時

　

〜
17
時

問 

福
岡
県
運
営
適
正
化
委
員
会

　

 

（
☎
092
―
915
―
３
５
１
１
）

▼
と
き　

３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー（
飯

　

塚
市
）

▼
内
容　

離
婚
、
Ｄ
Ｖ
、
多
重
債
務
、

　

人
権
問
題
な
ど

▼
定
員　

20
組（
事
前
予
約
者
優
先
）

▼
予
約
期
限　

３
月
15
日
金　

16
時

問 
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
相
談
セ

　

 
ン
タ
ー
（
☎
44
―
２
５
３
０
）

▼
と
き　

３
月
28
日
木
（
受
付
15
時

　

30
分
〜
16
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
内
容　

健

　

診
結
果
や

　

食
生
活
、

　

栄
養
改
善

　

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、気
軽
に
相
談

　

し
て
く
だ
さ
い

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

税
務

　平成31年度の水道当
番です。漏水や凍結な
ど困ったときは当番月
業者にご連絡ください。
水道メーターより宅地
側の修繕などは、個人
負担です。

水道で困ったときは
連絡してください
当番月 業者名 連絡先
４、９、２ ㈲毛利管工 ☎ 82-1023
５、10、３ ㈱森下組 ☎ 82-0174
６、11 ㈲畠田建設 ☎ 82-5857
７、12 ㈲筑添建設 ☎ 82-4661
８、１ 安藤水工 ☎ 85-0527

問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

◉免除期間

年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
に

な
っ
た
ら
届
け
出
が
必
要
で
す

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
を
受
け
付
け
ま
す

㈲
九
州
バ
ー
ク
運
輸

正
社
員
募
集
（
男
性
）

産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
ド
ロ

ー
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
候
補
生
募
集

平
成
31
年
度
厚
生
労
働
省

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談
会

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

４月１日から施行されます

対象は出産日が

平成３１年２月１日

以降の人です。

平成31年４月から、日本年金機構ホー
ムページで届出用紙をダウンロードで
きます。記入方法も掲載します。

日本年金機構

国民年金保険料が
産前産後期間免除に

　出産予定日または出産日が属する月の前
月から４か月間の国民年金保険料が免除さ
れます。多胎妊娠の場合は、出産予定日ま
たは出産日が属する月の３か月前から６か
月間の国民年金保険料が免除されます。
※出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産
で、死産・流産・早産を含みます。

◉産前産後期間の取り扱い

　産前産後期間として認められた期間は、
保険料を納付したものとして老齢基礎年金
の受給額に反映されます。

◉対象者

　国民年金第１号被保険者で、出産日が平
成31年２月１日以降の人

◉届出期間

　出産予定日の６か月前から
※ただし、届出ができるのは平成31年４月
１日からです。

◉施行日

　平成31年４月１日

◉必要書類

　出産前に届出をする場合＝母子健康手帳
　出産後に届出をする場合＝原則不要。被
　保険者と子が別世帯の場合は出生証明書
　など出産日と親子関係を証明できる書類



○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
白
石
勝
子（
旧
三
崎
）

　

▽（
故
）綾
部
吉
規（
添
田
東
）▽（
故
）

　

照
瀬
正
幸（
町
一
）▽（
故
）太
田
信
行

　
（
町
二
）▽（
故
）鍬
田
房
江（
庄
西
）▽

　
（
故
）藤
原
國
廣（
真
木
）▽（
故
）米
安

　

久
義（
真
木
）▽（
故
）梶
原
ハ
ル
子（
岩　

　

瀬
）▽
二
宮
敏
治（
糟
屋
郡
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
高
橋
浩
月（
町
四
）▽
坂

　

本
泰
子
（
峰
地
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子（
添
田
中
）▽

　

三
丸
十
七
子
（
添
田
中
）
▽
田
代

　

律
子
（
田
川
市
）

　
　
　
（
平
成
31
年
２
月
14
日
現
在
）

　

編
集
者　

品
川
裕
香
さ
ん

▼
定
員　

400
人
／
参
加
費
無
料

▼
申
込
締
切　

３
月
21
日
木
祝

問 

福
岡
県
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
090
―
１
０
８
４
―
３
４
５
５
）

　

３
月
16
日
土
か
ら

町
バ
ス
の
時
刻
が
変

わ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
施
策
推
進
係

　
（
☎
82
―
１
２
３
６
）

　

館
内
外
清
掃
な
ど
の
た
め
。

▼
と
き　

３
月
21
日
木
〜
24
日
日

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
０
６
１
）

●人　口　  9,871 人（ー19人）

●男　性　  4,657 人（ー14人）

●女　性　  5,214 人（－５人）

●世帯数　  4,722世帯（－１世帯）

●出生　４ 人

●死亡　19 人

●転入　21 人

●転出　25 人

人の動き １月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　３月19日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　３月８日金（15時～）、13日水（13時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　３月12日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　３月12日火（10時～）、28日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　３月６日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

　１月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　１月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
１（±１）
０（ー１）

今年の累計
0
０
１
0

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

15（ー10）
０（±０）
５（ー３）

今年の累計
15
０
５

  車上ねらい

納期限のお知らせ
●４月１日月が納期限です
　▷後期高齢者医療保険料（９期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

※
公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
、
車
の

乗
り
合
わ
せ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

香
春
町
役
場
保
険
健
康
課

　

 

（
☎
32
―
８
４
０
１
）

▼
と
き　

４
月
６
日
土
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

ま
い
ピ
ア
高
田
文
化
ホ

　

ー
ル
（
み
や
ま
市
）

▼
テ
ー
マ　
「
青
年
期
・
成
人
期
の
社

　

会
適
応
、
自
立
に
向
け
た
支
援
と

　

指
導
の
在
り
方
」

▼
講
師　

教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

▼
参
加
費　

200
円
（
傷
害
保
険
料
）

▼
持
参
物　

弁
当
、
水
筒
、
歩
き
や

　

す
い
服
装

　

を
準
備
し
て
い
ま
す

▼
対
象
者　

糖
尿
病
患
者
と
そ
の
家

　

族
、
友
人
、
そ
の
他
希
望
す
る
人

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
事
務

局
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
病
の
あ
る
人
は
医
師
に
相
談
し
、

了
解
を
得
て
く
だ
さ
い
。

問 

第
18
回
筑
豊
糖
尿
病
ウ
ォ
ー
ク
ラ

　

 

リ
ー
大
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
４
８
―
22
―
３
７
４
０
）

▼
と
き　

３
月
24
日
日　

９
時
開
会

　
（
受
付
8
時
30
分
〜
9
時
）

▼
集
合
場
所　

香
春
町
役
場

▼
コ
ー
ス　

10
キ
ロ
、
６
キ
ロ
、
３

　

キ
ロ
／
少
雨
決
行

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

３
月
20
日
水

※
飲
み
物
は
持
参
し
、
動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
講
師　

西
野
壽
賀
子
さ
ん

▼
参
加
費　

500
円

　
（
材
料
代
）

▼
対
象
者　

小
学

　

５
年
生
か
ら

問 
田
中
さ
ん

　

 

（
☎
090
―
５
０
２
９
―
４
１
５
８
）

▼
と
き　

４
月
21
日
日　

９
時
〜

▼
と
こ
ろ  

県
営
筑
豊
緑
地（
飯
塚
市
）

▼
内
容　

数
名
の

　

グ
ル
ー
プ
で
２

　

キ
ロ
ま
た
は
４

　

キ
ロ
の
コ
ー
ス

　

を
歩
き
ま
す
。

　

コ
ー
ス
の
途
中
に
は
ク
イ
ズ
な
ど

　

500
円
（
四
千
円
）

※（　

）内
は
当
日
券
料
金
。

問 

地
域
音
楽
活
性
化
の
会
永
野
さ
ん

　

 

（
☎
090
―
１
５
１
１
―
４
０
５
４
）

▼
と
き　

４
月
21
日
日
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
第
１
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
の
篠
崎
史
紀
氏
が
、
オ

ー
ク
ホ
ー
ル
開
館
30
周
年
記
念
と
添

田
町
音
楽
文
化
の
活
性
化
の
た
め
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
20
日
水　

18
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
内
容　

音
楽
の
お
話
、
バ
イ
オ
リ

　

ン
と
ピ
ア
ノ
演
奏

▼
料
金　

一
般
３
千
円（
３
千
500
円
）、

　

学
生
千
円（
千
円
）、
親
子
券
３
千

広報そえだ（平成 31年３月号）　18

Information くらしに役立つ情報満載

クアハウス運動教室
◉とき　４月９日火～６月21日金
　①11時～12時　②14時30分～15時30分
◉ダイエット・筋力アップ教室 毎週水・金
◉腰・肩・膝痛予防教室　毎週火・木
◉参加費　無料（施設使用料は有料）
◉定員　各教室30人程度

問 クアハウス「ハピネス」（☎ 82-5061）

筑
豊
緑
地
を
歩
き
ま
せ
ん
か

お
知
ら
せ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

町
バ
ス
の
時
刻
が
変
わ
り
ま
す

19　広報そえだ（平成 31年３月号）

イ
ベ
ン
ト

　平成31年１月１日付けで、次の２人が人権
擁護委員として法務大臣から委嘱されました。
人権擁護委員は、人権相談を受け、問題解決
のお手伝いや、人権に関心を持ってもらうた
めの啓発活動を行っています。毎月第 1・第
3火曜にそえだジョイで「心配ごと相談」を無
料で行っているので気軽に相談してください。

古
谷
芳
男
さ
ん

木
森
光
彦
さ
ん

ク
ア
ハ
ウ
ス
ハ
ピ
ネ
ス
休
館

　はじめまして！２月から観光事業推進員とし
て着任しました、うきは市出身の髙山勇樹です。
町の観光資源を活かし観光客を呼び込むだけで
はなく、そこでお金を生み、地域で回していけ
る仕組みづくりを行うため、観光商品の企画開
発や、ホームページ・ＳＮＳでの情報発信など
を行います。引っ越してきたばかりで、まだま
だわからないことばかりですが、今まで培った
デザイン力やコミュニケーション力を活かし、
添田町をたくさんの人にＰＲしていきたいと思
います。よろしくお願いします。

新しく着任した協力隊員を紹介

地域おこし協力隊に
髙山隊員が着任しました

母
の
日
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

作
り
ま
せ
ん
か

着任 力隊

に役立つ情報満載

隊員を紹介紹

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol. ⑨

山髙 樹勇
たかやま　　　ゆうき

人権擁護委員に２人が委嘱されました
人権に関する相談や
問題解決のお手伝いをします

篠
崎
史
紀
の

音
楽
・
音
学
・
音
我
苦

（
☎
0

）

　ボードゲームは、遊び
ながら理論的思考を身に
つけたり、コミュニケー
ション能力を高めたりす
る効果があるとされてい
ます。今回は「コリドール」「にじいろの
へび」「ブロックス」など、世代を超えて
楽しめるゲームを中心に準備しています。

◇と　き　３月28日木
　　　　　　14 時～16 時／入退場自由
◇ところ　町立図書館・児童館
◇対象者　どなたでも参加できます

問 町立図書館（☎ 82-4800）

◉大人から子どもまで参加できます

図書館・児童館で

ボードゲーム

福
岡
県
発
達
障
が
い
者
支
援
セ

ン
タ
ー
啓
発
事
業
講
演
会

☆☆

第
17
回
香
春
町
健
康
づ
く
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
祭

■編集後記　

▶田川地域の広報担当者は月
１回集い、意見交換をしてい
ます。その一環として今月号
では合同特集（2-3P）を組み、
広報そえだも“桜”を取り上げました。いよいよ桜前線
が北上。皆さんに素晴らしい春が訪れますように。（小林）

号

上げました いよいよ桜前線
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※
広
報
そ
え
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生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

２月20日、落合小学校の校庭に卒業制作の石碑が完成し
ました。平成29年九州北部豪雨で甚大な被害のあった

落合小校区。その豪雨からの復興と児童たちの記念になって
ほしいとの思いから、学校近くの彦山川の護岸工事を請け負
う㈱石橋組（水上弘敏代表取締役）と、この春小学校を卒業
する児童 7人で卒業制作を作りました。石碑には、児童が描
いた英彦山や思い出の詰まった校舎、天狗などの絵と共に、
７人の名前が刻まれています。「自分ひとりではできなかった。
みんなで協力して作ったので達成感があります」と語る卒業
生の田代誠道くん。樋口愛菜さんは「桜の色塗りや切り貼り
するところを頑張りました」と笑顔で話していました。

「
ず
っ
と
忘
れ
な
い
」

平
成
30
年
度
落
合
小
学
校
卒
業
制
作

が完成し
のあった
になって
を請け負
校を卒業
児童が描
と共に、
なかった。
語る卒業
切り貼り
た。

学
び
舎
に
記
念
の
石
碑

総
務
省
が
１
月
末
に
発
表
し
た
２
０
１
８
年
の
人
口
移
動
報
告

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
県
内
で
は
２
千
889
人
の
転
入
超
過

で
、
市
町
村
別
に
み
る
と
転
入
超
過
が
25
市
町
村
、
転
出
超
過

が
35
市
町
村
と
い
う
も
の
で
す
。
添
田
町
は
転
出
超
過
で
128
人

年
間
減
少
し
た
と
い
う
現
実
で
す
。
年
齢
区
分
で
見
る
と
０
歳
か
ら
14
歳
ま
で
が
マ

イ
ナ
ス
28
人
、
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
が
マ
イ
ナ
ス
96
人
、
65
歳
以
上
は
マ
イ
ナ
ス
４

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
▼
人
口
の
増
減
に
は
、
出
生
・
死
亡
の
自
然
的
要
因
と
、
こ

の
転
入
・
転
出
の
社
会
的
要
因
が
あ
り
ま
す
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
値
で
あ
る
人

口
１
万
人
の
維
持
に
向
け
、
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
自
然
的
要
因
に

つ
い
て
は
健
康
増
進
施
策
や
出
産
奨
励
金
で
出
生
並
び
に
死
亡
の
抑
制
等
期
待
し
て

い
ま
す
。
社
会
的
要
因
で
は
、
町
外
か
ら
の
若
者
の
定
住
を
促
す
た
め
若
者
定
住
促

進
団
地
の
建
設
や
企
業
誘
致
「
め
ん
べ
い
」
工
場
に
よ
る
従
業
員
の
確
保
等
で
転
入

を
促
し
て
い
ま
す
。
▼
し
か
し
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
然
的
要

因
は
ま
さ
に
自
然
で
あ
り
、
な
か
な
か
行
政
の
及
ぶ
と
こ
ろ
も
難
し
い
状
況
で
す
。

勿
論
、
社
会
的
要
因
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
が
、
何
か
転
入
を
促
す
ヒ
ン
ト
が
無

い
か
見
聞
き
し
ま
し
た
。
▼
田
舎
に
住
み
た
い
と
い
う
都
会
暮
ら
し
の
人
の
気
持
ち

が
分
か
り
ま
せ
ん
と
大
学
生
の
女
性
の
話
を
見
ま
し
た
。
公
共
交
通
機
関
が
少
な
く
、

最
寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
徒
歩
で
１
時
間
30
分
、
デ
ー
ト
す
る
に
も
場
所
が
な
い
、

学
校
帰
り
に
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
セ
ン
で
都
会
で
は
楽
し
く
出
来
る
。
自
然
が
豊
か
と

か
星
が
き
れ
い
、
空
気
や
水
が
お
い
し
い
、
静
か
で
騒
音
が
無
い
、
こ
れ
ら
は
個
人

的
に
は
な
に
も
面
白
く
な
い
と
言
う
発
言
で
す
。
▼
こ
の
よ
う
な
若
者
ば
か
り
で
は

無
い
と
思
い
ま
す
し
、
幸
せ
の
基
準
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
子
育
て
世
代
に
は
田
舎
暮

ら
し
が
良
い
と
思
う
方
は
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
若
い
女
性
大
学
生
の

言
葉
に
も
、
行
政
の
施
策
等
如い

か
ん何

で
は
田
舎
に
取
り
込
む
余
地
は
十
分
あ
る
と
思
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
年
齢
や
環
境
に
よ
っ
て
都
会
が
良
か
っ
た
り
田
舎
が
良
か
っ
た
り

す
る
も
の
で
す
。
▼
田
舎
暮
ら
し
が
良
い
と
言
う
人
の
多
く
は
、
生
活
す
る
な
ら
田

舎
が
良
い
が
、
仕
事
の
関
係
で
ど
う
し
て
も
田
舎
に
帰
れ
な
い
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
る
事
が
伺
え
ま
す
。
こ
れ
ら
を
考
え
ま
す
と
、「
ま
ち
」
は
ほ
ど
良
い

都
会
と
し
、
出
来
る
だ
け
集
約
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
中
心
だ
け
が
生

き
残
れ
ば
良
い
と
い
う
発
想
は
持
ち
ま
せ
ん
。
集
落
や
文
化
の
あ
る
と
こ
ろ
は
残
し
、

切
り
捨
て
る
べ
き
で
は
無
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
▼
人
口
が
減
る
以
上
、
中
心
部
が

コ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
の
は
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
同
時
に
集
落
も
同
じ
よ
う
な

形
で
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
部
分
も
あ
る
程
度

集
約
は
必
要
で
あ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
集
落
を
作
り
、
集
落
ご
と
に
も
小
さ
な
拠
点
を

作
っ
て
、
そ
れ
ら
を
公
共
交
通
で
繋
げ
る
な
ど
の
方
策
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
集
落
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
平
成
平
成
平
成
平
成
平
成
平
成
平
成
平
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